
「美化推進重点地区」の指定について 

環境政策課生活環境係 

１ 「美化推進重点地区」について 

(1)  内容 

 特に美化を推進する必要があり，かつ美化を推進するべき地区について「美化推進 

重点地区」に指定することができる。 

【調布市都市美化の推進に関する条例 第10条1項】 

(2)  指定に伴う効果 

ア 重点地区内における公共の場所への投棄の禁止【同条例7条】の違反に対し，罰則

（２万円以下の罰金）の適用【同条例18条】 

イ 重点地区での美化活動に対する支援等 

(ア)  地域に必要な啓発物 

看板・横断幕・路面ステッカー等の作製 

(イ)  定期的な清掃等に対する支援 

腕章等の作製，清掃用具の支給・貸与，ごみの特別回収（＝地域清掃） 

 (3) 既に指定している重点地区（R5.1.1現在） 

８地区（実際の指定区域については，裏面参照） 

 

２ 指定を予定している地域について 

(1)  調布駅周辺 

(2)  飛田給駅周辺 

※ 実際の区域については決定作業中だが，おおむね調布市受動喫煙防止条例に基づく 

「路上等喫煙禁止区域」及びその周辺の公道を予定。 

 

３ 指定する時期（予定） 

  令和５年４月１日から 

裏面に続く 
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※既に指定している美化推進重点地区（8地区） 

１ 多摩川河川敷美化推進重点地区（区域は多摩川河川敷全域） 平成１１年 １月 ７日指定 

２ 野川河川敷美化推進重点地区（区域は野川河川敷全域）   平成１１年 １月 ７日指定 

３ 京王多摩川駅周辺美化推進重点地区            平成１６年 ２月 ４日指定 

４ 仙川駅周辺美化推進重点地区               平成１７年 １月１８日指定 

５ 国領駅周辺美化推進重点地区               平成１８年１１月 １日指定 

６ 菊野台交差点周辺美化推進重点地区            平成２０年１１月 １日指定 

７ 深大寺周辺美化推進重点地区               平成２３年１１月 １日指定 

８ つつじケ丘駅周辺美化推進重点地区            平成２７年１１月 １日指定 

１ 多摩川河川敷 

２ 野川河川敷 

４ 仙川駅周辺 

６ 菊野台交差点周辺 

５ 国領駅周辺 

８ つつじヶ丘駅周辺 

７ 深大寺周辺 

飛田給駅周辺 

調布駅周辺 

調布市美化推進重点地区指定位置図 

３ 京王多摩川駅周辺 
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○調布市都市美化の推進に関する条例 

平成９年９月18日条例第18号 

調布市都市美化の推進に関する条例 

（目的） 

第１条 この条例は，調布市環境基本条例（平成７年調布市条例第３号）の本旨を達成するため，

空き缶，吸い殻等の散乱及び簡易広告物の放置等を防止することにより，都市美化の推進を図り，

もって清潔で快適な都市環境の形成に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。 

(１) 空き缶，吸い殻等 飲食料を収納し，又は収納していた缶，瓶その他の容器及びたばこの

吸い殻，チューインガムのかみかす，紙くずをいう。 

(２) 簡易広告物 はり紙，はり札，立看板等簡易に掲示できるものをいう。 

(３) 市民 市内に居住し，又は滞在する者（市内を通過する者を含む。）をいう。 

(４) 事業者 市内で事業活動を行うすべての者をいう。 

(５) 土地所有者 市内に土地を所有し，占有し，又は管理する者をいう。 

（協働の責務） 

第３条 市民，事業者及び土地所有者（以下「市民等」という。）並びに市は，協働して，空き缶，

吸い殻等の散乱及び簡易広告物の放置等の防止に努めることにより，都市美化の推進を図らなけ

ればならない。 

（市の責務） 

第４条 市は，この条例の目的を達成するため，都市美化の推進に関する施策を総合的かつ計画的

に実施するものとする。 

２ 市は，都市美化の推進について，市民等に対して意識の啓発を図らなければならない。 

（市民等の責務） 

第５条 市民等は，自ら進んで都市美化の推進に努めるとともに，市が実施する都市美化の推進に

関する施策に協力するものとする。 

２ 市民は，次の各号に掲げる事項を守るよう努めなければならない。 

(１) 屋外で自ら生じさせた空き缶，吸い殻等を回収容器，吸い殻入れ等に収納し，又は持ち帰

ること。 

(２) 歩行中に喫煙をしないこと。 
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(３) 前２号に掲げるもののほか，美化活動を行うこと。 

３ 事業者は，次の各号に掲げる事項を守るよう努めなければならない。 

(１) 事業活動の中で，空き缶，吸い殻等の散乱の防止に心掛けるとともに，事業所及びその周

辺その他事業活動を行う地域において，美化活動を行うこと。 

(２) 空き缶，吸い殻等の散乱の原因となるおそれのある物の製造，加工，販売等を行う者は，

その散乱の防止について，消費者に対する意識の啓発その他の必要な措置を講ずること。 

４ 土地所有者は，その所有し，占有し，又は管理する土地における空き缶，吸い殻等の散乱を防

止するため，必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

（国等に対する協力の要請） 

第６条 市長は，都市美化の推進を図るため，必要があると認めたときは，国又は東京都に対して，

都市美化の推進に関する施策について協力を要請するものとする。 

（投棄の禁止） 

第７条 市民は，道路，河川，公園その他の公共の場所に空き缶，吸い殻等を捨ててはならない。 

（回収容器の設置） 

第８条 自動販売機により飲食料を販売する者は，規則で定めるところにより，当該飲食料を収納

し，又は収納していた缶，瓶その他の容器の散乱を防止するため，回収容器を設置しなければな

らない。 

２ 前項の規定により回収容器を設置した者は，回収した容器の資源化に努めなければならない。 

（掲示の禁止） 

第９条 市民等は，第７条に規定する公共の場所に，他の法令の規定により掲示することが認めら

れている簡易広告物を除き，青少年の健全な育成，都市美化の推進等を阻害するおそれのある簡

易広告物を掲示してはならない。 

２ 市長は，前項に規定する簡易広告物があるときは，これを除却することができる。 

（美化推進重点地区の指定等） 

第10条 市長は，特に，都市美化の推進を図る必要があると認めた地域を美化推進重点地区（以下

「美化地区」という。）として指定するものとする。 

２ 市長は，前項の規定により美化地区を指定しようとするときは，市民等の意見を反映すること

ができるよう必要な措置を講ずるものとする。 

３ 市長は，第１項の美化地区の指定をしたときは，速やかに，その旨を告示しなければならない。 

（美化地区の指定の変更等） 
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第11条 市長は，必要があると認めたときは，美化地区の指定を変更し，又は解除することができ

る。 

２ 前項の規定による指定の変更又は解除については，前条第２項及び第３項の規定を準用する。 

（美化推進月間） 

第12条 都市美化に関する意識の向上と実践活動を推進するため，規則で定めるところにより，調

布市美化推進月間を定める。 

（美化推進員） 

第13条 都市美化に関する啓発，指導その他の活動を推進するため，調布市美化推進員（以下「美

化推進員」という。）を置く。 

２ 美化推進員は，市長が委嘱する。 

３ 美化推進員の任期は，２年とし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。ただし，再

任を妨げない。 

４ 前３項に規定するもののほか，美化推進員の定数その他必要な事項は，規則で定める。 

（助成及び支援） 

第14条 市長は，都市美化を継続的かつ積極的に推進していると認めた事業及び活動を行う者に対

して，次の各号に掲げる助成及び支援を行うことができる。 

(１) 補助金等の支給 

(２) 美化活動に必要な器材の支給 

(３) 前２号に掲げるもののほか，市長が特に必要があると認めた助成及び支援 

（報告及び調査） 

第15条 市長は，事業者又は土地所有者に対して，空き缶等の散乱防止及び再利用の促進について

報告を求め，又は職員をして事業者又は土地所有者の土地又は建物に立ち入り，実施状況等を調

査させることができる。 

２ 前項の規定により立入調査をする職員は，その身分を示す証明書を携帯し，関係者に提示しな

ければならない。 

（措置命令等） 

第16条 市長は，第８条第１項の規定に違反した者に対して，改善するよう勧告することができる。 

２ 市長は，前項の規定による勧告に従わない者に対して，期間を定めて，必要な措置を講ずるよ

う命ずることができる。 

３ 市長は，前項の命令を受けた者が正当な理由なく，その命令に従わないときは，その旨及びそ
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の内容を公表することができる。 

（罰則） 

第17条 正当な理由なく，前条第２項の規定による命令に違反した者は，５万円以下の罰金に処す

る。 

第18条 美化地区内において，第７条の規定に違反した者は，２万円以下の罰金に処する。 

（委任） 

第19条 この条例の施行について必要な事項は，規則で定める。 

附 則 

この条例は，平成10年４月１日から施行する。ただし，第13条，第17条及び第18条の規定は，公

布の日から起算して１年を超えない範囲内において規則で定める日から施行する。 


